
カ
ト
リ
ッ
ク
那
覇
教
区
長

ウ
ェ
イ
ン
・
Ｆ
・
バ
ー
ン
ト
司
教

兄
弟
姉
妹
の
皆
さ
ん

　
ご
復
活
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
特
に
復
活
の
主
日
、
復
活
の
聖

な
る
徹
夜
祭
で
入
信
の
秘
跡
を
受
け
る
皆
さ

ん
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
新
し
い
兄
弟

姉
妹
を
迎
え
る
こ
と
で
那
覇
教
区
の
共
同
体
が

さ
ら
に
豊
か
に
な
り
ま
す
。
心
か
ら
お
慶
び
と

感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　「
復
活
」
と
い
う
言
葉
を
言
わ
れ
る
と
死
者

の
復
活
を
考
え
ま
す
。
イ
エ
ス
さ
ま
が
復
活
さ

れ
た
よ
う
に
私
た
ち
も
復
活
の
希
望
を
も
っ
て

い
ま
す
。
し
か
し
皆
さ
ん
、
復
活
を
信
じ
る
と

言
っ
て
も
た
い
て
い
の
人
は
自
分
の
死
を
考
え

る
と
恐
れ
を
深
く
感
じ
ま
す
。
や
は
り
死
も
復

活
も
神
秘
な
の
で
す
。

　
神
学
生
時
代
に
ホ
ス
ピ
ス
で
奉
仕
し
て
い
ま

し
た
。
シ
ス
タ
ー
た
ち
は
女
性
の
ケ
ア
、
私
た

ち
は
男
性
の
ケ
ア
で
し
た
。
こ
こ
に
入
院
し
た

皆
さ
ん
は
、
回
復
の
た
め
で
は
な
く
、
亡
く
な

る
た
め
で
し
た
。
あ
る
方
は
亡
く
な
る
そ
の
日

ま
で
、
自
分
は
絶
対
に
死
な
な
い
と
考
え
て
い

ま
し
た
。
他
方
、
別
な
患
者
さ
ん
は
自
ら
の
死

を
準
備
し
ま
し
た
。
家
族
の
皆
さ
ん
と
和
解
を

し
て
か
ら
財
産
処
理
な
ど
の
課
題
に
取
り
組
ん

だ
の
で
す
。
ま
た
、
あ
る
方
は
死
を
喜
ん
で
迎

え
ま
し
た
。
長
く
、
辛
い
闘
病
生
活
や
激
し
い

痛
み
な
ど
が
あ
っ
た
の
で
、
解
放
の
時
を
待
ち

望
ん
で
い
た
の
で
す
。

　
人
間
の
死
に
方
は
実
に
様
々
で
す
。
若
く
し

て
死
ぬ
人
も
い
れ
ば
、
年
を
と
っ
て
か
ら
亡
く

な
る
方
も
い
ま
す
。
急
に
亡
く
な
る
人
も
い
れ

ば
、
徐
々
に
死
を
迎
え
る
方
も
い
ま
す
。
非
常

に
安
ら
か
な
死
も
あ
れ
ば
、
壮
絶
な
苦
痛
に
悶

え
て
苦
し
む
死
も
あ
り
ま

す
。
病
気
で
亡
く
な
る
人

も
い
れ
ば
、
思
わ
ぬ
災
難

で
亡
く
な
る
方
も
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
に
死
に
方

は
様
々
で
も
、
確
実
な
こ

と
は
、
人
間
必
ず
死
を
迎

え
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

で
す
か
ら
誰
も
が
、
百

パ
ー
セ
ン
ト
の
確
実
さ
で

訪
れ
る
自
分
の
死
に
対
し

て
、
あ
な
た
は
ど
う
備
え

を
持
っ
て
生
き
て
い
る
か

と
い
う
こ
と
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
あ
る
専
門
家
に
よ
る
と
死
へ
の
備
え
は
以
下

の
よ
う
な
こ
と
だ
そ
う
で
す
。

一
、
あ
な
た
の
人
生
に
お
い
て
大
切
な
人
を
認

め
ま
し
ょ
う
。

二
、
あ
な
た
の
人
生
に
お
い
て
大
切
な
瞬
間
を

思
い
出
し
ま
し
ょ
う
。

三
、
愛
す
る
人
を
傷
つ
け
て
い
た
ら
謝
り
ま

し
ょ
う
。

四
、
あ
な
た
が
愛
し
て
い
る
人
が
あ
な
た
を
傷

つ
け
た
こ
と
は
許
し
ま
し
ょ
う
。

五
、
受
け
た
す
べ
て
の
愛
と
ケ
ア
に
感
謝
の
気

持
ち
を
伝
え
ま
し
ょ
う
。

六
、
友
達
や
家
族
に
、
ど
れ
だ
け
愛
し
て
い
る

か
伝
え
ま
し
ょ
う
。

七
、
最
後
に
「
さ
よ
う
な
ら
」
と
言
っ
て
く
だ

さ
い
。

　
専
門
家
の
考
え
は
良
い
も
の
で
す
が
私
に

と
っ
て
は
物
足
り
な
い
で
す
。
私
た
ち
が
死
と

向
き
合
う
と
き
の
力
は
信
仰
か
ら
、
神
様
か
ら

頂
き
ま
す
。
神
様
は
私
た
ち
の
い
の
ち
の
源
、

よ
り
所
だ
か
ら
で
す
。

　
私
が
死
と
向
き
合
う
と
き
の
考
え
は
、
以
下

の
よ
う
で
す
。

　
福
音
に
か
な
う
生
活
を
生
き
る
。

 

「（
こ
の
恵
み
は
）
今
や
、
私
た
ち
の
救
い
主
キ

リ
ス
ト
・
イ
エ
ス
の
出
現
に
よ
っ
て
明
ら
か
に

（
二
ペ
ー
ジ
へ
続
く
）

われら皆　和解の器　
　　　　　平和の担い手

（1）2023年 4月１日（毎月1日発行） カトリック那覇教区報 MINAMI NO KOMYO 第773号（4月号）

発行人　W.F.バーント司教

主に望みをおく人は新たな力を得る
  （イザヤ40:31a）
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by Sr. Ivy B. Bayno,OND

     I AM HERE…I AM EVER WITH YOU
 Our journey is attributed to the life of Jesus. We encountered along the way a life that is full of surpris-
es; a joyful journey or a challenging one. Yet along those walks in life is the assurance of Jesus that He is 
always with us no matter what will happen.
 The story of the Paschal Mystery “Passion, Death and Resurrection of Jesus” has reminded us that in 
every storm we encounter in life, there is a Resurrection that awaits. There is always a rainbow that will 
come after a series of heavy rain. Sometimes we give the best that we can to achieve the dream that we 
want to happen, but if it is not the will of God for us, no matter how eager we try, it will never be given to 
us. God knows what the best for us and all we have to do is surrender and say “Lord, You can take over. 
I don't have the control but You alone”. 
 This attitude of surrendering is an indication that we fully trust His ways. When we experience dark-
ness in our lives or an unclear pathway that we don’t know where it will lead us, we must bear in mind 
that God’s love and presence are with us. As He said, “I am with you always until the end of time” 
cf.Mt.28:20. 
 Before I end this reflection, may I share to you this song that keeps on inspiring me especially when I 
feel that I am facing a challenging pathway. God has reminded me saying, 

“ I AM HERE… I AM EVER WITH YOU ”.

  

さ
れ
た
も
の
で
す
。
キ
リ
ス
ト
は
死
を
滅
ぼ

し
、
福
音
を
通
し
て
不
滅
の
命
を
現
わ
し
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
。」         

Ⅱ
テ
モ
テ
一
・
10

　
神
に
よ
っ
て
生
か
さ
れ
て
い
る
人
生
を
歩
む
。

 

「
わ
た
し
た
ち
は
、
生
き
る
と
す
れ
ば
主
の
た

め
に
生
き
、
死
ぬ
と
す
れ
ば
、
主
の
た
め
に
死

ぬ
の
で
す
。
従
っ
て
、
生
き
る
に
し
て
も
、
死

ぬ
に
し
て
も
、
私
た
ち
は
主
の
も
の
で
す
。」　

ロ
ー
マ
十
四
・
８

　
神
へ
の
信
仰
に
生
き
る
。

 

「
あ
な
た
の
信
仰
が
あ
な
た
を
救
っ
た
。」

マ
ル
コ
十
・
52

　
す
べ
て
の
こ
と
に
関
し
て
神
に
頼
り
、委
ね
る
。

 

「
主
よ
、
あ
な
た
は
す
べ
て
を
知
っ
て
お
ら
れ

る
。
前
か
ら
も
後
ろ
か
ら
も
わ
た
し
を
囲
み

御
手
を
わ
た
し
の
上
に
置
い
て
い
て
く
だ
さ

る
。」                      

詩
編
一
三
九
・
４
b-

５

   「
こ
の
病
気
は
死
で
お
わ
る
も
の
で
は
な
い
。」

ヨ
ハ
ネ
十
一
・
４

　
イ
エ
ス
は
言
わ
れ
た
。

 

「
わ
た
し
は
、
復
活
で
あ
り
、
命
で
あ
る
。
私

を
信
じ
る
も
の
は
死
ん
で
も
生
き
る
。」

ヨ
ハ
ネ
十
一
・
25

　
人
に
よ
っ
て
死
と
生
に
つ
い
て
の
考
え
は

違
っ
て
い
ま
す
が
、
人
は
皆
、
神
の
定
め
た

時
に
、
い
の
ち
の
源
で
あ
る
神
の
世
界
に
旅

立
ち
ま
す
。
そ
の
時
「
主
に
望
み
を
お
く
人

は
新
た
な
力
を
得
、
鷲
の
よ
う
に
翼
を
張
っ

て
上
る
」（
イ
ザ
ヤ
四
十
・
31
）
の
で
す
。
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1. 報告及び連絡事項 ：司会はボスコ神父が担当。
・前回（2月会議）の報告を新田が行い、承認された。

・2/11日（土）に行われた「教区の日」について、担当のフランシス神父より報告が行われた。女性の会の協力を得て

準備を進めて臨んだが、久しぶりの行事に予測できなかった面も多く、反省させられる点が多かった。次回以降に向

けてはあれこれ検討が必要であると感じた。司祭たちからは開催に漕ぎ着けたことへの評価と共に、修正点の提案な

どの意見もあり、今後に活かして行く旨担当者から感謝が述べられた。概ね250名余の参加であったことも合わせて

報告された。

・ウェイン司教もから東京で行われた司教会議の報告が行われた。叙階式と献堂式について新しい式文が出されたが、

葬儀や聖週間の典礼についてはまだ完了しておらず、「主の晩餐の夕べのミサ」の変更についても報告があったが、

新しい式文が出されるまでは、現行のものを使ってミサを行うよう指示があった。その他、聖フランシスコ・ザビエル、

日本26聖人殉教者については、日本における大きな記念日として式文が準備される予定であるとの報告があった。

また、司教協議会に要望のあった、フィリピン人移住・移動者のための特別教区、属人区の創設については、日本の

教会としては受け入れられない旨返答したことが報告された。コロナ禍で休止となっていた韓国と日本の司教団の交

流会も東京で開催が予定されていることや、日本のカトリック学園の抱える課題について、前田大司教から報告があっ

たことなど、ウェイン司教から司教会議の様子が語られたが、会議では、シノドスについて1番多く時間が割かれた

とのことであった。

・3月3～4日に正平協の全国会議がズーム会議で開かれ、ジェンダーについて大きな討議となった。司祭、修道者、信

徒それぞれが様々な問題を抱えていたとしても、教会は門を閉ざすべきではなく、上意下達ではなく、皆で話し合い、

それぞれの意見も聞いて判断して欲しい旨、司教から要望があった。

・日本の司教団は、毎年、「四旬節の第2金曜日」、今年は3/10を「償いの日」とすることを申し合わせて、被害者の痛

みと苦しみを想い、その回復のために祈りと償いをささげるよう促している。式文も用意されているので、司祭たち

はこれを活用するようウェイン司教から要請があった。

・3/25日の「神のお告げ」の祭日について、ウェイン司教から要請があった。この祭日には「ヌチドゥ宝」、命の尊さに

ついて考える機会とし、ミサの説教でも命の尊さについて語るよう要望があった。

・開南教会の古川神父より、有馬神父の様子が報告され、多少記憶に問題はあるが、予約の上、面会可能となっている

ことが報告された。

2．審議事項
・ウェイン司教からマイケル神父と共に参加した福岡のカトリック神学院の今後について、会議の報告と意見が述べら

れた。5月に再び討議されるので、継続審議となっているが、神学生も少なく、建物や土地の維持管理が大きな負担

となってくるので、今後は神学生を東京の神学校で養成する等の対応が求められる旨の報告がなされた。

・司教訪問、司教の予定について、マーシーさんから報告があった。4/2日、枝の主日、開南教会で9時半からミサを主式。

4/4日、火曜日の午前10時から安里教会で聖香油ミサ、ミサの後、昼食を挟んで、午後2時から司祭助祭拡大会議。

4/6、聖木曜日、開南教会で午後7時から主の晩餐のミサを主式。4/7、聖金曜日、安里教会で午後7時の聖金曜日の

典礼を主式。4/8、午前中は石垣海星小学校の入学式に参列。午後7時から開南で復活徹夜祭のミサを主式。4/9、復

活の主日、具志川教会公式訪問、午前10時からミサを主式。

・3教区合同黙想会について、津波古事務局長から報告があった。現在45名の申込みが来ている。那覇教区の司祭たちも、

近隣から通うのが難しい司祭たちはホテルを申し込むよう要請があった。

・「慰霊の日」については教区平和委員会等で準備を進めていくことが報告された。

・「聖週間」の典礼については、旧来の式文に新しくなった式文を織り交ぜた暫定版なので、正式に認証されてからの

導入が望ましいとの意見が司教から述べられた。また、聖歌やパーティーの開催など、小教区の判断に任せるが、弱

者への配慮を怠ることなく、工夫して、縮小していた典礼も元に戻していくよう要望があった。

・シノドス、「大陸ステージのための作業文書」については継続審議とすることが了承された。

・病休していた Sr.中村からの開催の要請を受けて、5月からカテキスタ要請講座を開始することがウェイン司教より報

告された。

・石垣助祭から、教区聖歌隊カンタ・カトリカのメンバー募集の呼びかけに司祭たちが協力してくれるよう要請があった。

・ナビーン神父から、ワールドユースデイへの青年たちの参加を呼びかけて欲しい旨、要請が行われた。

・教区事務局長より、渡し忘れていた予算書が司祭たちに配られ、小教区で協議して、早目に提出されるよう要請が行

われた。

・次回司祭助祭拡大会議は4/4日、（火）に、午前中の聖香油ミサと昼食を挟んで、午後2時から行われることが報告された。

2023年3月16日　承認：ウェイン・フランシス・バーント司教　 記録：新田　選

2023年3月拡大司祭・助祭会議議事録
開催日時：2023年3月7日（火）10:30～12:00

会議の前にヨアキム神父の司式で聖体賛美式が捧げられた。
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イ
ー
ス
タ
ー
の
お
祝
い
は
、
私
た
ち

の
主
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
受
難
、
死
、

復
活
の
た
め
に
起
こ
り
ま
す
。
神
の
創

造
物
は
す
べ
て
、
神
の
愛
、
使
命
、
救

い
を
表
し
て
お
り
、
最
終
的
に
意
味

を
持
た
せ
る
た
め
に
動
い
て
い
る
の
で

す
。
私
た
ち
の
信
仰
の
無
知
は
、
キ
リ

ス
ト
の
墓
の
空
虚
さ
と
同
じ
で
、
イ
エ

ス
の
苦
し
み
は
、
私
た
ち
の
中
に
何
も

な
く
、
何
の
意
味
も
な
い
ま
ま
で
す
。

そ
れ
は
、
イ
エ
ス
が
生
き
て
い
る
と
い

う
宣
言
の
よ
う
な
も
の
で
す
が
、
私
た

ち
に
は
空
虚
な
も
の
な
の
で
す
。
で
す

か
ら
、
私
た
ち
の
信
仰
は
、
私
た
ち
の

日
常
的
な
関
係
や
視
点
を
変
え
る
よ
う

な
個
人
的
な
確
信
が
必
要
で
す
。

　
私
た
ち
は
こ
の
地
球
上
で
生

き
て
い
る
間
、
善
を
行
い
、
悪

を
避
け
る
と
い
う
使
命
を
持
っ

て
い
ま
す
。

　
今
日
の
イ
ー
ス
タ
ー
の
お
祝

い
や
主
の
復
活
の
記
念
に
は
、

カ
ト
リ
ッ
ク
の
キ
リ
ス
ト
教
徒

と
し
て
の
私
た
ち
の
宗
教
を
扱

う
上
で
、
具
体
的
な
証
拠
と
鮮

や
か
な
証
拠
が
あ
り
ま
す
。
私

た
ち
に
と
っ
て
、
イ
エ
ス
を
常

に
求
め
る
こ
と
は
、
生
き
方
そ

の
も
の
で
す
。
私
た
ち
は
、
悪

魔
か
ら
来
る
ど
ん
な
働
き
も
受
け
入
れ

る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
む
し
ろ
、
カ

ト
リ
ッ
ク
の
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
と
し
て
、

私
た
ち
は
イ
エ
ス
の
教
え
と
模
範
を
受

け
入
れ
る
べ
き
な
の
で
す
。

　
私
た
ち
は
、
死
の
意
味
と
私
た
ち
の

経
験
に
つ
い
て
深
く
考
察
し
ま
す
。
死

よ
、
あ
な
た
の
刺
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
、

あ
な
た
の
力
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
！
　

イ
エ
ス
は
生
き
て
お
ら
れ
ま
す
。
私
た

ち
は
、
イ
エ
ス
が
な
さ
っ
た
す
べ
て
の

こ
と
の
証
人
な
の
で
す
。(

使
徒
十
・

39)

。
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
が
こ
の
地

上
で
行
っ
た
最
後
の
、
そ
し
て
最
も
英

雄
的
な
行
為
は
、
死
そ
の
も
の
に
さ
え

打
ち
勝
つ
時
で
す
。
息
を
引
き
取
る
最

後
の
数
秒
間
で
さ
え
、
私
た
ち
は
ま
だ

命
の
た
め
に
戦
い
た
い
と
願
っ
て
い
ま

す
。
繰
り
返
し
ま
す
が
、
私
た
ち
は
イ

エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
が
い
な
け
れ
ば
、
命

を
失
う
ギ
リ
ギ
リ
の
と
こ
ろ
に
い
る
の

で
す
。
イ
エ
ス
は
道
で
あ
り
、
真
理
で

あ
り
、命
で
あ
る
（
ヨ
ハ
ネ
十
四
・ 

６
）。

イ
エ
ス
か
ら
離
れ
る
こ
と
は
死
で
あ

り
、
イ
エ
ス
と
共
に
い
る
こ
と
は
命
の

充
足
で
あ
る
。
私
た
ち
は
皆
、
イ
エ
ス

が
い
な
い
状
態
で
の
生
き
方
を
知
り
、

経
験
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
私
た
ち
の

主
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
存
在
下
で
の

生
活
も
経
験
し
ま
す
。
私
た
ち
は
、日
々

の
体
験
の
中
で
、
生
と
死
を
分
け
る
た

め
に
生
き
、
犠
牲
を
払
う
べ
き
で
す
。

私
は
、
薬
物
、
ギ
ャ
ン
ブ
ル
、
ア
ル
コ
ー

ル
、
セ
ッ
ク
ス
な
ど
の
依
存
症
に
関
す

る
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
を

訪
れ
ま
し
た
が
、
人
々
は
こ
の
種
の
問

題
に
巻
き
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
私
た
ち

は
、
こ
の
よ
う
な
問
題
か
ら
免
れ
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。
私
た
ち
は
、
依
存

症
の
問
題
に
直
面
し
た
人
々
の
証
言
か

ら
、
イ
エ
ス
だ
け
が
理
由
で
あ
り
、
癒

し
手
で
あ
り
、
救
い
主
で
あ
り
、
彼
ら

を
理
解
し
、
救
う
こ
と
が
で
き
る
方
で

あ
る
こ
と
を
常
に
聞
く
こ
と
が
で
き
ま

す
。
本
当
に
、
イ
エ
ス
は
生
き
て
お
ら

れ
ま
す
。

　
私
た
ち
は
、
人
生
を
肯
定
し
、
祝
福

す
べ
き
な
の
で
す
。
喜
び
ま
し
ょ
う
。

イ
エ
ス
は
生
き
て
お
ら
れ
ま
す
。

　
今
日
の
祝
賀
会
で
は
、
家
庭
と
社
会

を
守
る
た
め
に
自
分
の
役
割
を
果
た

し
、
大
き
な
変
化
を
も
た
ら
し
た
女
性

を
肯
定
し
、
認
め
、
感
謝
を
捧
げ
ま
す
。

彼
女
た
ち
は
、
主
の
復
活
を
宣
言
す
る

上
で
重
要
な
役
割
を
示
し
ま
し
た
。
私

た
ち
は
ま
た
、
よ
り
多
く
の
女
性
が
参

加
し
、
そ
の
存
在
が
教
会
や
地
域
・
社

会
で
の
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
と
し
て
さ
ら
に

実
り
あ
る
も
の
に
な
る
よ
う
奨
励
す
べ

き
で
す
。
家
庭
的
な
精
神
と
い
う
古
い

イ
メ
ー
ジ
は
、
家
庭
、
教
会
、
地
域
社

会
の
内
外
で
、
献
身
、
犠
牲
、
導
き
へ

と
昇
華
さ
れ
る
べ
き
な
の
で
す
。
こ
こ

で
は
、
イ
エ
ス
の
母
マ
リ
ア
、
マ
グ
ダ

ラ
の
マ
リ
ア
、
マ
ル
タ
な
ど
、
社
会
と

教
会
の
た
め
に
大
き
な
犠
牲
を
捧
げ
、

捧
げ
よ
う
と
し
て
い
る
女
性
や
マ
リ
ア

を
同
様
に
強
調
し
ま
す
。
こ
こ
で
、
キ

リ
ス
ト
は
私
た
ち
の
救
い
の
た
め
に
生

け
る
犠
牲
と
な
ら
れ
ま
し
た
。
今
日
、

私
た
ち
が
喜
ぶ
べ
き
方
法
と
理
由
は
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
私
は
、
イ
エ
ス
は

生
き
て
お
ら
れ
る
の
だ
か
ら
、
喜
び
な

さ
い
と
言
い
ま
し
た
。
最
初
の
人
間（
ア

ダ
ム
と
エ
バ
）
が
神
に
対
し
て
罪
を
犯

し
た
と
き
、
す
べ
て
の
人
が
死
に
追
い

や
ら
れ
た
。
イ
エ
ス
が
人
類
を
受
け
入

れ
、
第
二
の
ア
ダ
ム
と
な
ら
れ
た
と
き
、

す
べ
て
の
人
は
救
わ
れ
、
命
を
得
た
の

で
す
。
母
親
が
初
め
て
赤
ち
ゃ
ん
を
産

む
と
き
、
大
き
な
痛
み
と
苦
し
み
が
あ

り
ま
す
。
し
か
し
、
出
産
し
、
そ
の
苦

し
み
か
ら
生
還
し
た
後
、
彼
女
の
心
の

中
に
あ
る
幸
福
は
、
ど
ん
な
喜
び
も
表

現
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
赦
し
を
受

け
た
罪
人
た
ち
の
幸
せ
は
、
喜
び
以
外

の
何
物
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
イ
エ
ス
は

死
者
の
中
か
ら
よ
み
が
え
ら
れ
た
の
で

す
。

　
最
後
に
、
幸
せ
な
人
は
平
和
な
人
で

あ
る
。
幸
せ
な
人
か
ら
い
つ
も
聞
こ
え

て
く
る
言
葉
、
見
え
て
く
る
言
葉
は
、

感
動
と
伝
染
す
る
気
持
ち
の
言
葉
で

す
。
私
た
ち
は
、
そ
の
感
動
を
胸
に
秘

め
て
お
く
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
そ

の
幸
せ
を
他
の
人
に
伝
え
る
こ
と
は
で

き
ま
す
。
そ
れ
は
、
良
い
知
ら
せ
を
伝

え
る
者
自
身
が
そ
の
知
ら
せ
で
あ
り
、

人
生
の
意
味
を
探
し
て
い
る
す
べ
て
の

人
に
広
が
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
あ
る
た

め
、
世
界
中
の
あ
ら
ゆ
る
場
所
で
生
き

た
福
音
の
証
人
と
な
る
よ
う
招
か
れ
て

い
る
か
ら
で
す
。

　
私
た
ち
は
、
イ
エ
ス
が
生
き
て
お
ら

れ
、
私
た
ち
の
間
に
住
ん
で
お
ら
れ

る
こ
と
を
確
信
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
私
た
ち
は
、
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト

と
と
も
に
生
き
、
癒
さ
れ
、
世
界
を
神

と
と
も
に
取
り
戻
す
た
め
に
、
自
分
の

役
割
を
果
た
す
べ
き
で
あ
る
と
思
い
ま

す
。
　

　
イ
エ
ス
様
が
こ
の
世
に
来
ら
れ
、
そ

の
使
命
を
果
た
さ
れ
る
と
き
、
イ
エ
ス

様
の
言
葉
は
両
親
へ
の
服
従
で
あ
る
。

サニー・カンティラーノ神父
具志川教会　主任司祭

イ エ スは 生 き て い る !

（
五
ペ
ー
ジ
の
下
へ
続
く
）
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亡
父
に
寄
せ
て

安
里
教
会
　
宇
根
　
敦
子

　
雲
ひ
と
つ
な
い
晴
れ
渡
っ
た
朝
、
父

の
ベ
ッ
ド
を
囲
ん
だ
私
た
ち
家
族
に

病
室
の
窓
か
ら
朝
日
が
降
り
注
い
で

い
ま
し
た
。
誰
と
も
な
し
に
つ
ぶ
や
い

た
「
い
い
日
に
旅
立
ち
を
迎
え
る
ね
」

を
、
皆
が
口
々
に
父
に
伝
え
ま
し
た
。

穏
や
か
で
美
し
い
朝
に
父
は
天
国
へ

旅
立
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　
父
は
肺
炎
の
た
め
入
院
し
、
ほ
ど
な

く
し
て
緩
和
ケ
ア
へ
の
移
行
が
決
ま

り
ま
し
た
。
呼
吸
苦
の
苦
し
み
を
取
り

除
く
た
め
看
護
師
と
連
携
す
る
見
守

り
の
中
で
、
神
様
が
ひ
と
り
一
人
の
人

生
に
寄
り
添
っ
て
く
だ
さ
っ
て
い
る

と
実
感
す
る
機
会
を
父
が
作
っ
て
く

れ
た
の
だ
と
思
う
こ
と
が
多
々
あ
り

ま
し
た
。
父
は
苦
し
い
こ
と
や
つ
ら
い

こ
と
が
大
嫌
い
で
し
た
。
非
常
に
神
経

質
で
体
に
異
変
が
あ
る
と
感
じ
る
と

ど
う
に
か
し
な
け
れ
ば
と
周
り
を
巻

き
込
ん
で
行
動
を
起
こ
し
ま
し
た
。
入

所
施
設
で
も
い
っ
た
ん
父
が
健
康
上

の
不
安
を
感
じ
始
め
る
と
常
駐
の
看

護
師
で
は
対
応
で
き
な
い
と
、
私
に
連

絡
が
来
ま
し
た
。
何
度
救
急
病
院
や
か

か
り
つ
け
医
に
一
緒
に
足
を
運
び
、
な

だ
め
、
励
ま
し
た
こ
と
か
…
。

　
で
も
実
は
父
の
体
は
非
常
に
頑
健
で

問
題
な
い
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
し
た
。

私
は
「
体
は
頑
健
な
の
に
心
が
病
弱
な

ん
だ
ね
」
と
医
師
か
ら
「
何
で
も
な
い
」

と
告
げ
ら
れ
た
救
急
や
病
院
か
ら
の

帰
り
に
、
た
め
息
交
じ
り
に
父
と
笑
い

合
っ
た
も
の
で
す
。
父
は
「
気
に
し
す

ぎ
だ
な
」
と
苦
笑
い
す
る
も
の
の
、
ま

た
同
じ
こ
と
を
繰
り
返
す
の
で
し
た
。

　
し
か
し
父
は
人
生
の
最
後
に
お
い

て
、
命
を
燃
や
し
尽
く
す
た
め
の
道
の

り
を
、
ひ
と
り
で
苦
し
い
息
と
闘
い
な

が
ら
歩
き
と
お
し
ま
し
た
。
イ
エ
ス
様

が
十
字
架
を
背
負
い
悲
鳴
を
上
げ
る
肉

体
と
闘
い
な
が
ら
、
自
ら
が
磔
と
な
る

ゴ
ル
ゴ
ダ
の
丘
を
目
指
し
た
よ
う
に
。

　
私
は
、
人
が
罪
の
ゆ
え
に
楽
園
を
追

わ
れ
、
産
み
の
苦
し
み
と
肉
体
の
死
を

乗
り
越
え
な
け
れ
ば
神
様
の
も
と
へ

と
帰
っ
て
い
け
な
い
こ
と
、
ま
た
肉
体

の
死
を
乗
り
越
え
る
と
き
は
人
そ
れ

ぞ
れ
に
痛
み
や
苦
し
み
を
伴
い
、
そ
れ

を
避
け
て
天
の
国
へ
の
入
口
は
通
れ

な
い
こ
と
を
痛
切
に
理
解
し
た
の
で

し
た
。
そ
れ
で
も
死
へ
の
怖
れ
が
増
す

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
と

き
に
は
神
様
が
そ
ば
に
付
き
添
っ
て

く
だ
さ
る
の
だ
と
い
う
こ
と
に
、
ど
れ

ほ
ど
の
勇
気
を
も
ら
っ
た
で
し
ょ
う
。

父
は
最
後
に
、
神
様
に
寄
り
添
わ
れ
な

が
ら
、
あ
ん
な
に
嫌
が
っ
て
避
け
て
き

た
苦
し
さ
を
身
に
受
け
て
歩
み
切
っ

た
の
で
し
た
。

　
父
を
見
送
っ
た
寂
し
さ
に
も
ま
し

て
、
父
の
霊
魂
が
常
に
私
た
ち
家
族
を

見
守
っ
て
く
れ
て
い
る
と
い
う
心
強

さ
を
感
じ
ま
す
。
ま
だ
天
の
国
へ
の
旅

の
途
中
か
も
し
れ
な
い
父
に
は
過
大

な
期
待
？
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
父
の
魂

が
神
様
の
も
と
で
安
ら
ぎ
を
得
ま
す

よ
う
に
と
祈
っ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
葬
儀
の
際
の
謝
辞
で
皆
様
と
分

か
ち
合
い
た
い
こ
と
を
述
べ
ま
し
た
。

最
後
に
抜
粋
し
て
引
用
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

　
　
　
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

　
父
は
石
垣
市
に
誕
生
し
、
社
会
生
活

の
第
一
歩
か
ら
退
職
ま
で
一
貫
し
て

公
務
員
と
し
て
働
き
ま
し
た
。
本
土
復

帰
ま
で
の
二
十
一
年
を
琉
球
政
府
立

法
院
、
復
帰
後
は
高
速
道
路
や
モ
ノ

レ
ー
ル
の
用
地
取
得
に
関
わ
り
、
県
大

阪
事
務
所
長
や
八
重
山
支
庁
長
を
歴

任
し
た
経
験
を
持
ち
ま
す
が
、
そ
の
基

礎
と
な
っ
た
の
は
東
京
の
国
会
参
議

院
速
記
者
養
成
所
で
学
ん
だ
二
年
間

で
し
た
。

　
公
務
員
時
代
は
職
責
を
果
た
す
た

め
に
勉
強
と
努
力
を
重
ね
、
そ
の
努

力
の
結
果
の
充
実
し
た
社
会
生
活
で

あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
引
退
後
、
共
に

信
仰
の
勉
強
を
深
め
た
母
を
二
十
年

前
に
病
気
で
失
っ
た
後
、
次
第
に
歳
を

重
ね
て
い
く
自
分
自
身
に
不
安
と
心

も
と
な
さ
を
覚
え
る
よ
う
に
な
っ
た

の
は
自
然
の
流
れ
だ
っ
た
と
思
い
ま

す
。
そ
れ
を
受
け
入
れ
よ
う
と
も
が
き

な
が
ら
も
努
力
す
る
姿
は
、
そ
ば
で
見

守
る
者
に
、
人
に
と
っ
て
の
大
切
な
も

の
が
何
で
あ
る
か
を
学
ば
せ
て
く
れ

る
、
と
て
も
貴
重
な
経
験
を
与
え
て
く

れ
ま
し
た
。
仕
事
の
上
で
た
く
さ
ん
の

こ
と
を
成
し
遂
げ
た
父
よ
り
も
、
何
も

で
き
な
く
な
っ
て
い
く
年
老
い
た
姿

の
父
、
敬
虔
に
そ
れ
を
受
け
い
れ
よ
う

と
行
き
つ
戻
り
つ
努
力
す
る
父
、
自
ら

が
弱
く
な
っ
た
か
ら
こ
そ
神
様
が
与

え
て
く
だ
さ
っ
た
恵
み
を
ひ
し
ひ
し

と
感
じ
る
父
の
ほ
う
を
、
う
ん
と
尊
敬

で
き
た
と
思
い
ま
す
。

　
父
が
入
院
す
る
三
週
間
前
の
こ
と

で
す
。
今
に
し
て
思
え
ば
、
父
は
そ
の

こ
ろ
か
ら
体
調
が
優
れ
な
か
っ
た
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
や
が
て
自
分

の
不
調
や
自
分
自
身
ば
か
り
に
目
が

行
き
、
一
緒
に
い
る
者
を
全
く
気
に
か

け
な
い
言
動
が
目
立
ち
、
傷
つ
け
ら
れ

る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
私
は
涙
を
こ

ぼ
し
な
が
ら
父
の
行
動
に
愛
が
見
ら

れ
な
い
と
不
満
を
ぶ
つ
け
ま
し
た
。

　
一
瞬
後
に
父
が
口
に
し
た
思
い
や

り
あ
ふ
れ
る
言
葉
、
そ
れ
か
ら
入
院
す

る
ま
で
の
日
々
に
見
せ
た
愛
情
あ
ふ

れ
る
態
度
は
温
か
く
、
私
の
心
を
癒
し

ま
し
た
。
神
様
が
人
の
心
に
造
っ
た
光

は
決
し
て
失
わ
れ
ず
、
他
者
の
た
め
の

愛
に
よ
っ
て
大
き
く
輝
き
ま
わ
り
を

照
ら
す
の
だ
と
実
感
し
、
い
つ
ま
で
も

私
の
心
に
残
る
父
か
ら
の
信
仰
の
贈

り
物
と
な
り
ま
し
た
。

　
　
　
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

　
父
の
魂
が
安
ら
か
に
憩
い
い
つ
か

私
た
ち
と
復
活
の
栄
光
の
内
に
巡
り

合
い
ま
す
よ
う
に
、
ま
た
天
の
国
で
皆

様
の
健
康
と
幸
せ
の
た
め
に
祈
っ
て

く
れ
ま
す
よ
う
に
。

　
彼
の
世
界
で
は
、
ま
だ
使
命
を
果
た

す
時
期
で
は
な
い
が
、
聖
母
の
助
け
と

執
り
成
し
に
よ
っ
て
、
私
た
ち
の
日
常

は
神
の
祝
福
の
多
く
の
可
能
性
と
機
会

に
変
わ
る
は
ず
で
あ
る
。
私
た
ち
の
多

く
の
癒
し
と
健
康
の
体
験
は
、
奇
跡
の

体
験
に
変
わ
る
は
ず
で
す
。
私
た
ち
は

皆
、「
主
は
私
た
ち
を
見
捨
て
た
の
で

は
な
い
」
と
い
う
前
向
き
な
姿
勢
と
思

考
を
持
ち
続
け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。

　
私
た
ち
は
映
し
出
さ
れ
、
経
験
し
、

生
き
て
、
イ
エ
ス
が
生
き
て
お
ら
れ
る

こ
と
の
証
人
と
な
っ
た
の
で
す
！
私
た

ち
は
、
人
生
の
中
で
多
く
の
死
の
兆
候

を
経
験
す
る
た
び
に
、
互
い
に
励
ま
し

合
い
、
じ
っ
と
立
ち
上
が
り
、
生
命
へ

の
信
仰
を
持
つ
べ
き
で
す
。
私
た
ち

は
、
あ
る
状
況
を
、
イ
ン
ス
ピ
レ
ー

シ
ョ
ン
を
与
え
る
機
会
と
し
て
見
、
経

験
し
、
現
す
勇
気
を
持
た
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
勇
気
と
希
望
と
信
仰
を
持

つ
た
め
に
、
私
た
ち
は
イ
エ
ス
を
私
た

ち
の
側
に
招
き
入
れ
る
べ
き
で
す
。
私

た
ち
も
死
に
打
ち
勝
つ
こ
と
が
で
き
る

の
で
す
。
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
に
お
い

て
、
私
た
ち
は
「
イ
エ
ス
は
生
き
て
お

ら
れ
る
！
」
と
宣
言
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
主
は
死
か
ら
よ
み
が
え
ら
れ
た

の
で
す
！

　
私
た
ち
は
、
互
い
に
祝
い
、
分
か
ち

合
い
、
挨
拶
し
、
イ
ー
ス
タ
ー
の
季
節

の
精
神
に
生
き
ま
し
ょ
う
！
す
べ
て
の

人
に
、
祝
福
さ
れ
た
イ
ー
ス
タ
ー
の
ご

挨
拶
を
！
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四
人
の
シ
ス
タ
ー
終
生
誓
願
　

与
那
原
教
会

　
二
月
二
日
、
聖
マ
リ
ア
の
汚
れ
な

き
御
心
の
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
姉
妹
会
の

四
人
の
姉
妹
の
終
生
誓
願
式
が
与
那

原
教
会
で
行
わ
れ
、
修
道
会
も
教
会

も
喜
び
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　
シ
ス
タ
ー
ア
ン
、
シ
ス
タ
ー
テ

レ
ジ
ア
、
シ
ス
タ
ー
マ
リ
ア
は
ベ

ト
ナ
ム
出
身
。
神
様
の
お
招
き
に
応

え
て
、
二
〇
一
〇
年
九
月
に
来
島
、

二
〇
一
六
年
初
誓
願
。
シ
ス
タ
ー
仲

谷
洋
子
は
、
熊
本
県
山
鹿
教
会
出
身

で
二
〇
一
五
年
に
志
願
。
修
練
を
経

て
、
二
〇
一
七
年
に
初

誓
願
、
そ
し
て
こ
の
日

を
迎
え
ま
し
た
。
ベ
ト

ナ
ム
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の

ご
家
族
、
山
鹿
教
会
か

ら
信
徒
の
方
が
た
、
お

世
話
に
な
っ
た
岩
崎
神

父
様
も
来
ら
れ
、
教
区

の
信
徒
と
共
に
、
喜
び
、

祝
い
ま
し
た
。

　
ウ
ェ
イ
ン
司
教
の
主

司
式
の
も
と
、
二
人
の

司
教
、
十
数
人
の
司
祭

た
ち
が
共
同
司
式
で
ミ

サ
を
捧
げ
、
四
人
の
シ

ス
タ
ー
は
、
厳
か
に
生

涯
を
神
に
さ
さ
げ
る
こ

と
を
誓
い
ま
し
た
。
先

人
た
ち
が
歩
ん
で
き
た

道
の
り
を
自
分
の
歩
幅

で
前
に
進
ま
れ
る
こ
と

を
願
っ
て
い
ま
す
。
い

つ
の
時
代
も
信
仰
の
根

本
そ
の
も
の
は
変
わ
り

ま
せ
ん
。

　
次
の
文
言
を
祝
い
の

こ
と
ば
と
し
て
お
送
り
し
ま
す
。

　「
シ
ス
タ
ー
た
ち
は
、
無
原
罪
の
マ

リ
ア
の
愛
と
犠
牲
に
倣
い
、
修
道
の
美

徳
を
深
め
る
よ
う
に
促
さ
れ
ま
す
。
姉

妹
た
ち
は
、
そ
の
よ
う
に
す
る
こ
と
を

約
束
し
、
神
の
御
心
に
完
全
に
身
を
捧

げ
る
と
い
う
恵
み
を
乞
い
ま
す
。」

（
押
川
壽
夫
訳
・
編
「
カ
ト
リ
ッ
ク
琉
球
列

島
ミ
ッ
シ
ョ
ン
」
四
四
四
頁
。
一
九
六
一
年
、

こ
の
修
道
院
で
初
め
て
の
着
衣
式
、
誓
願
式
の

様
子
を
伝
え
る
カ
プ
チ
ン
会
の
手
紙
よ
り
）

（
佐
藤
芳
樹
）
　
　
　
　
　
　

感
謝
の
交
流
会
　

石
川
教
会

　
石
川
・
市
民
ク
リ
ス
マ
ス
は
二
〇
一
二

年
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
う
る
ま
市

石
川
に
あ
る
五
つ
の
キ
リ
ス
ト
教

会
（
カ
ト
リ
ッ
ク
・
プ
ロ
テ
ス
タ
ン

ト
）
と
別
地
域
か
ら
の
有
志
が
集
ま

り
、
毎
年
趣
向
を
凝
ら
し
た
内
容
で

地
域
の
住
民
と
と
も
に
ク
リ
ス
マ
ス

を
祝
っ
て
い
ま
す
。

　
礼
拝
で
は
共
に
祈
り
、
賛
美
歌
を

歌
い
、
聖
書
を
基
に
し
た
メ
ッ
セ
ー

ジ
が
あ
り
、
ク
リ
ス
マ
ス
の
意
義
を

伝
え
ま
す
。
続
く
お
楽
し
み
会
で
は
、

各
教
会
か
ら
の
歌
や
楽
器
演
奏
、
紙

芝
居
等
も
あ
り
、
更
に
は
多
忙
の
中

練
習
を
重
ね
た
各
教
会
の
神
父
や
牧

師
た
ち
の
合
唱
も
披
露
さ
れ
ま
す
。

近
年
は
コ
ロ
ナ
渦
で
集
ま
る
こ
と
が

で
き
ず
淋
し
い
思
い
を
し
て
い
ま
す

が
、
早
い
再
開
を
祈
っ
て
い
ま
す
。

　
さ
て
、
市
民
ク
リ
ス
マ
ス
当
日
を

迎
え
る
前
に
は
、
各
教
会
の
代
表
者

が
集
ま
り
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
内
容
や
そ

の
他
に
つ
い
て
話
し
合
う
こ
と
で
有

意
義
な
関
係
が
構
築
さ
れ
て
い
き
ま

し
た
。
そ
の
よ
う
な
中
、
あ
る
教
会

の
方
々
か
ら
質
問
を
受
け
ま
し
た
。

「
シ
ス
タ
ー
っ
て
日
本
人
も
い
る
ん

で
す
ね
！
」、「
ど
う
し
て
あ
の
よ
う

な
格
好
を
し
て
い
る
の
で
す
か
？
」、

「
声
を
か
け
て
も
い
い
の
で
し
ょ
う

か
？
」。
驚
き
ま
し
た
。

　
何
十
年
も
地
域
に
あ
る
教
会
や
幼

稚
園
、
街
中
の
ス
ー
パ
ー
等
で
見
か

け
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
そ
の
正
体

（
？
）
に
つ
い
て
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て

い
な
か
っ
た
の
で
す
。
思
え
ば
そ
の

よ
う
な
事
例
は
ど
こ
で
も
あ
る
こ
と

な
の
で
は
な
い
の
だ
ろ
う
か
、
と
考

え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
よ
う
な
お
り
、
石
川
地
区
で

三
十
八
年
に
わ
た
り
宣
教
や
幼
稚
園

運
営
に
励
ん
で
お
ら
れ
た
イ
エ
ス
の

カ
リ
タ
ス
修
道
女
会
が
沖
縄
か
ら
撤

退
す
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
そ
こ

で
、
先
述
の
疑
問
等
に
つ
い
て
、
今

の
う
ち
に
直
接
シ
ス
タ
ー
た
ち
に
尋

ね
る
機
会
を
も
っ
て
は
ど
う
か
と
、

重
元
清
牧
師
に
提
案
し
た
と
こ
ろ
、

去
る
十
月
に
シ
ス
タ
ー
お
二
人
で
石

川
福
音
教
会
に
招
か
れ
、
交
流
会
が

開
催
さ
れ
た
の
で
し
た
。

　
ど
う
し
て
シ
ス
タ
ー
に
な
ろ
う
と

思
っ
た
の
か
？
出
身
地
は
ど
ち
ら
？

と
か
多
く
の
質
問
が
出
て
、
そ
れ
ぞ

れ
に
丁
寧
に
答
え
た
り
、
お
互
い
の

教
会
に
親
戚
が
属
し
て
い
る
と
か
、

孫
が
幼
稚
園
に
通
っ
て
い
た
と
か
思

い
が
け
な
い
つ
な
が
り
を
確
認
で
き

て
、
和
や
か
に
楽
し
い
時
間
を
過
ご

す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
そ
れ
ぞ
れ
が
そ
の
存
在
を
知
り
な

が
ら
、
案
外
ほ
と
ん
ど
関
わ
る
機
会

が
な
い
こ
と
は
と
て
も
も
っ
た
い
な

い
こ
と
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。「
キ
リ
ス

ト
教
は
い
つ
も
ケ
ン
カ
（
戦
争
）
ば

か
り
し
て
い
る
よ
ね
」
と
ク
リ
ス
チ
ャ

ン
で
な
い
方
か
ら
非
難
さ
れ
た
り
も

し
ま
す
。
ま
ず
は
地
域
の
ク
リ
ス
チ
ャ

ン
同
士
が
お
互
い
を
知
る
こ
と
で
仲

良
く
し
て
い
く
こ
と
か
ら
平
和
が
生

ま
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
し

た
。
　
　
　
　
　
　
　
　（
山
田
圭
吾
）　

4 人のシスター、左 2人目から　Sr. 仲谷、Sr. マリア、Sr. テレジア、Sr. アン
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洗
礼
式
　

石
垣
教
会

　
三
月
十
一
日
（
土
）、
石
垣
教
会
で

野
田
和
男
さ
ん
（
九
十
歳
）
と
砂
川

隆
さ
ん
（
七
十
九
歳
）
の
お
二
人
が

受
洗
の
お
恵
み
を
頂
き
ま
し
た
。

　
お
二
方
と
も
家
族
は
信
徒
で
、
家

族
の
勧
め
と
ご
本
人
の
希
望
で
昨
年

は
何
度
か
ミ
サ
に
も
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
し
た
が
、
最
近
は
お
顔
が
見
え
ま

せ
ん
で
し
た
。
家
族
に
お
話
を
伺
う

と
「
ミ
サ
に
座
っ
て
い
る
こ
と
が
少

し
難
儀
に
な
っ
て
い
る
」
と
の
こ
と

で
す
の
で
、
神
父
さ
ん
、
シ
ス
タ
ー

と
相
談
し
ま
し
て
自
宅
に
訪
問
し
て

お
勉
強
し
受
洗
の
準
備
を
し
ま
し
ょ

う
と
、
お
二
人
の
家
族
に
お
伝
え
し

ま
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
野
田
さ
ん
の
奥
様
か
ら

は
、「
主
人
は
昨
日
入
院
し
ま
し
た
」

と
の
こ
と
。
入
院
し
た
場
合
、
今
の

ご
時
世
、
面
会
は
難
し
く
教
理
の
勉

強
ど
こ
ろ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。「
あ
ー
、

申
し
訳
な
い
。
も
っ
と
早
く
情
報
を

得
、
行
動
し
て
お
け
ば
」
と
悔
や
ま

れ
ま
し
た
。
一
週
間
が
過
ぎ
た
こ
ろ
、

「
一
応
退
院
し
て
自
宅
に
戻
り
ま
し

た
」
と
奥
様
か
ら
連
絡
が
あ
り
ま
し

た
。
早
速
、
神
父
さ
ん
、
シ
ス
タ
ー

と
ご
自
宅
を
訪
問
し
洗
礼
式
を
行
い

ま
し
た
。
ベ
ッ
ト
上
で
の
洗
礼
式
で

し
た
が
主
の
祈
り
も
キ
チ
ン
と
唱
え
、

安
ら
か
な
晴
れ
や
か
な
お
顔
で
「
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
お
っ
し
ゃ

る
お
姿
に
神
様
の
愛
に
満
ち
た
計
ら

い
を
感
じ
ま
し
た
。

　
砂
川
隆
さ
ん
も
状
態
が
思
わ
し
く

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
の
で
、
家
族
と

ご
本
人
と
の
相
談
の
上
、
洗
礼
式
を

行
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。
ベ
ッ
ト
サ

イ
ド
に
腰
か
け
て
の
洗
礼
式
で
し
た

が
、
安
心
し
た
お
顔
が
印
象
的
で
し

た
。
お
二
人
と
も
「
ヨ
セ
フ
」
の
霊

名
を
頂
き
ま
し
た
。

　
今
回
の
件
で
、「
来
る
人
だ
け
を
迎

え
る
教
会
」
で
は
な
く
「
出
か
け
て
い

く
教
会
」
で
も
な
い
と
い
け
な
い
と
痛

感
し
ま
し
た
。
教
会
の
メ
ン
バ
ー
や
そ

の
家
族
と
の
関
わ
り
を
密
に
し
て
い
か

な
け
れ
ば
と
反
省
し
き
り
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
石
垣
教
会
宣
教
委
員
　
神
山
隆
子
）

普
天
間
教
会

二
〇
二
三
年
世
界
祈
祷
日
　

　　
三
月
の
第
一
金
曜
日
（
三
月
三

日
）、
午
前
十
時
よ
り
聖
パ
ウ
ロ
カ

ト
リ
ッ
ク
普
天
間
教
会
に
お
い
て
、

二
〇
二
三
年
度
の
世
界
祈
祷
日
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
世
界
祈
祷
日
は
カ

ト
リ
ッ
ク
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
各

教
派
を
超
え
て
、
女
性
た
ち
が
推
し

進
め
て
き
た
エ
キ
ュ
メ
ニ
カ
ル
な
活

動
で
す
。
毎
年
テ
ー
マ
が
決
ま
っ
て
お

り
、
今
年
は
エ
フ
ェ
ソ
の
信
徒
へ
の
手

紙
　
一
・
15
〜
19
「
あ
な
た
が
た
の
信

仰
に
つ
い
て
聞
い
て
い
ま
す
」
を
テ
ー

マ
に
、
台
湾
の
女
性
た
ち
の
苦
し
み
、

不
正
に
焦
点
を
あ
て
た
祈
祷
会
で
し

た
。
多
く
の
教
会
か
ら
、
女
性
を
中
心

に
多
く
の
方
々
が
集
ま
り
、
聖
堂
は

い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
し
た
。

　
ま
ず
ボ
ー
ド
に
台
湾
の
外
枠
だ
け

の
地
図
が
あ
り
、
五
人
の
女
性
が
そ

れ
ぞ
れ
五
つ
の
地
図
パ
ズ
ル
を
は
め

込
ん
で
、
台
湾
地
図
を
完
成
さ
せ
て
、

祈
祷
会
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
歓
迎
、
あ
い
さ
つ
、
聖
書
の
こ
と

ば
、
讃
美
歌
と
続
い
た
後
、
台
湾
の
、

立
場
の
違
う
五
人
の
女
性
の
手
紙
形

式
に
よ
る
信
仰
の
話
が
読
ま
れ
、
と

り
な
し
の
祈
り
と
続
き
ま
し
た
。
そ

の
後
、
台
湾
の
現
状
を
過
去
の
歴
史

と
合
わ
せ
て
考
え
る
説
教
が
あ
り
ま

し
た
。
最
後
に
、
主
の
祈
り
を
各
派
、

そ
れ
ぞ
れ
の
言
葉
で
祈
っ
て
閉
会
と

な
り
ま
し
た
。

　
祈
祷
会
終
了
後
、
場
所
を
中
庭
に

移
し
て
、
普
天
間
教
会
が
準
備
し
た

湯
茶
と
お
菓
子
で
、
交
流
の
機
会
が

持
た
れ
ま
し
た
。
参
加
者
一
同
和
気

あ
い
あ
い
、
親
交
（
そ
し
て
信
仰
を
）

深
め
、
有
意
義
な
世
界
祈
祷
日
の
集

会
と
な
り
ま
し
た
。
　（
花
城
喜
美
江
）

 

マ
リ
ア
様
に

一
〇
〇
〇
の
ロ
ザ
リ
オ
　

　
去
る
三
月
十
一
日
土
曜
日
に
普
天

間
教
会
に
て
、
ク
ル
シ
リ
オ
と
い
う

グ
ル
ー
プ
の
主
催
で
、
マ
リ
ア
様
に

一
〇
〇
〇
の
ロ
ザ
リ
オ
の
祈
り
を
捧

げ
ま
し
た
。
意
向
と
共
に
ロ
ザ
リ
オ

を
二
十
環
祈
り
、
そ
の
後
分

か
ち
合
い
、
そ
し
て
ミ
サ
が

あ
り
ま
し
た
。

　
朝
食
後
、
午
前
九
時
三
十

分
よ
り
開
始
し
、
ロ
ザ
リ

オ
の
祈
り
を
全
て
終
え
る
と

十
五
時
で
す
。
な
か
な
か
の

長
丁
場
で
す
が
、
不
思
議
と

疲
れ
は
感
じ
ま
せ
ん
で
し

た
。
外
国
人
も
日
本
人
も
共

に
そ
れ
ぞ
れ
の
言
語
で
祈
り

を
捧
げ
ま
し
た
。
祈
る
中
で

雑
念
が
消
え
て
行
く
の
を
感

じ
、
そ
の
空
間
で
マ
リ
ア
様

の
思
い
、
イ
エ
ス
様
の
思
い

に
身
を
馳
せ
な
が
ら
、
自
分

が
何
を
恐
れ
て
い
る
の
か
、

は
っ
き
り
感
じ
取
る
こ
と
が

で
き
た
瞬
間
が
あ
り
ま
し
た
。
長
い

祈
り
の
中
で
た
っ
た
一
瞬
の
で
き
ご

と
で
し
た
。

　
次
の
ス
テ
ッ
プ
へ
進
む
力
を
い
た

だ
い
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
一
人
の

力
で
は
で
き
な
い
体
験
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
、
有
意
義
な
一
日
と
な
り
ま

し
た
。

　
最
後
に
、
ク
ル
シ
リ
オ
と
は
、
信
心
・

研
究
・
活
動
を
三
本
柱
と
し
た
研
修

活
動
を
行
う
グ
ル
ー
プ
で
す
。
み
言

葉
に
導
か
れ
て
自
己
の
体
験
を
掘
り

起
こ
す
研
修
を
行
い
ま
す
。
世
界
各

国
、
日
本
本
土
で
も
活
動
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。
皆
様
の
参
加
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。
　
　
　（
石
原
早
苗
）
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　私たちは故人とご遺族の意向

を最優先に考えます。何でもご

相談下さい。

那覇市首里鳥堀町4-57-3

TEL&FAX:098-885-8205

http://w1.nirai.ne.jp/yasurai

E-mail:yasurai@nirai.ne.jp

NPO法人ぶどう園の会

訪問看護ステーション クララ

TEL&FAX：098-937-5001
住所　沖縄市泡瀬2丁目37-15
・基本受付　月曜日～金曜日（申込、相談など）

・営業時間　8：30～17：30
・営 業 日　24時間365日（緊急対応含む）

♦
名
護
教
会

　
イ
グ
ナ
チ
オ
　
座
喜
味
　
五
一
　様

   

二
〇
二
三
年
三
月
四
日
帰
天享

年
八
十
五
歳

♦
安
里
教
会

　
マ
リ
ア
　
下
地
　
利
恵
子
　
様

    

二
〇
二
三
年
三
月
二
十
五
日
帰
天

享
年
六
十
二
歳

♦
愛
楽
園
教
会

　
ア
ン
デ
レ
　
平
良
　
清
蔵
　
様

　
二
〇
二
三
年
三
月
二
十
七
日
帰
天
　

享
年
九
十
九
歳

訃　
報

那覇教区平和委員会

問い合わせ　☎090-1949－6569（稲福）
カトリック那覇教区平和委員会

日　時 ： 4月23日（日）14：00～
場　所 ： 安里教会
講　師 ： 谷　大二　司教
演　題 ： 清貧が地球を救う（教会とSDGｓ）

4月
例会

　洗礼や堅信、叙階式に使われる聖香油を聖別し、

病者の塗油に使う油、洗礼志願者の油を祝福するた

めのミサです。祝別された油は、各小教区に配られ

ます。ミサの中で、司祭は叙階式の誓いを更新しま

す。司祭制度誕生の記念日だからです。教会は、信徒

たちがミサに与かり、司祭のために祈ることを勧め

ています。

聖香油ミサ 4月4日（火）
午前10時～　安里教会

平和を求める祈り
　　平和の源である神よ、
　　今なお激しい戦闘が続く〇〇〇（国や地域の名を加える）では、
　　平和を望む多くの人が犠牲となっています。
　　苦しむ人、虐げられている人を支えてくださるあなたに祈ります。
　　国々の指導者を正しく導き、
　　憎しみではなく愛を、
　　争いではなくゆるしを、
　　分裂ではなく一致を求める心をお与えください。
　　住む家をなくし、恐怖と不安の中での生活を強いられている人々を
　　力づけ、心と体に安らぎをお与えください。

　　すべての人に、争いや暴力を退け、
　　平和を実現しようとする強い意志をお与えください。
　　いつくしみ深い神よ、
　　この世界に聖霊を豊かに注ぎ、
　　敵対する人々の心から怒りの炎を消し去り、
　　絶望にあえぐ人々の心に希望の火をともしてください。
　　あなたが望まれる和解と平和が、一日も早く実現しますように。
　　わたしたちの主イエス・キリストによって。
　　アーメン。
　　　（2014 年 9月 4日常任司教委員会承認）日本カトリック司教協議会）


